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１．緒言

　サッカーの外傷として足関節捻挫は多くあり，そ

の予防のためテーピングやバンデージはよく使用さ

れている。実際に本学のサッカー部においても練習

の前にテーピングやバンデージを巻く選手も多数い

る。しかしながら，動きにくさによる不快感がある

という理由から，あえて使用しない選手が少なから

ずいるのも事実である。

　テーピングは解剖学的な構造および外傷・障害の

発生機転などにそって身体の一部に粘着テープを規

則正しく貼ったり，巻いたりするものである（鹿

倉，2007a）。それは「動くギプス」と表現される

こともあり，外傷を引き起こす関節の異常な動きを

制限し，靱帯など位への牽引張力を減じる一方で，

その他の動きにはほとんど制限を加えない（鹿倉，

2007a）とされる。しかし，太田ら（2004）は足関

節を対象に「テープなし」，「非伸縮性テープのみに

よるテーピング」，「非伸縮テープと伸縮テープによ

るテーピング」の３条件で底背屈の筋力・可動域と

垂直跳跳躍高の測定を行ったところ，筋力や垂直跳

跳躍高にはテーピングによる影響は見られなかった

ものの，可動域にはテーピングによる制限がみられ

たと報告している。これは，テーピングによる足関

節可動域の制限は，ある程度は避けられないことを

示している。　

　サッカーではインステップキックを用いることが

多い。阿部ら（2001）は，インステップキックの

ボールインパクト時には，足関節を最大底屈位にて

下腿後面の筋群で固定することにより，ボールの跳

ね返りが増し，ボールスピードが増すと報告してい

る。このことから，インステップキックには足関節

の底屈可動域の確保が重要であると言える。本学の

サッカー部の部員がテーピングによる動きにくさを

訴えているのは，この足関節の底屈制限が要因であ

ると考えられるが，インステップキック時のテーピ

ングによる足関節可動域やそのパフォーマンスに及

ぼす影響は明らかにはされていない。　

　そこで本研究では，サッカー部に所属する大学生

を対象に，研究１としてテーピングおよびバンデー

ジに関する不快感の原因についてのアンケート調査

を行い，次いで研究2としてテーピングおよびバン

デージがインステップキック動作時の足関節底屈可

動域ならびにボールスピードに及ぼす影響について

検証することを目的とした。

２．方法

　研究１および2ともに，全ての被験者には実験の

目的，方法およびそれに伴う危険性について文書お

よび口頭で説明し，本実験に参加する同意を書面に

て得て実施した。

　

研究１：足関節テーピング及びバンデージに関する

アンケート調査

１)対象

　本学サッカー部に所属する大学生57名（年齢20.6

±1.3歳，競技歴12.5±3.0年）とした。

２) アンケート手法

　アンケートは質問紙法によって行った。アンケー
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ト項目は，足関節捻挫の既往歴，テーピングおよび

バンデージの使用状況，不快感の有無，不快感の原

因，制限してほしくない動きなどとした（図１）。

研究２：インステップキック時における足関節底屈

角度およびボール初速度

１)対象

　本学サッカー部に所属する大学生10名（年齢：

20.9±1.2歳，身長：173.0±3.6cm，体重：64.2±

6.0kg）を被験者とした。　

　

２)測定手順

　固定無し，テーピング（非伸縮性テープ＋伸縮

性テープ），バンデージの３条件でインステップ

キックを行わせ，ボールインパクト時の足関節底

屈角度およびボール初速度を３次元動作解析装置

（Mac3D System，　 Motion Analysis社製）を使用し

て測定した。反射マーカー３個をそれぞれ対象肢

の腓骨頭・外果・第5中足骨底に貼付し，インス

テップキック時のマーカー位置座標をサンプリン

グ周波数250Hzで取得した。課題動作のインステッ

プキックは，適度な休息をはさみつつ10回行わせ

た。その際に「速いボールを蹴る」よう指示をし

た。テーピングは，日本体育協会（現：見本スポー

ツ協会）公認アスレティックトレーナー専門科目テ

キスト（鹿倉，2007b）に記載されている足関節

捻挫に対するテーピング法に準じ，アンダーラッ

プを巻いた上，幅38mmの非伸縮性のホワイトテー

プ（コーチ，Johnson & Johnson社製）でアンカー

及び放線状スターアップを行い，幅50mmの伸縮性

のエラスティックテープ（エラスチコン，Johnson 

& Johnson社製）でフィギュアエイトおよびヒール

ロックを行った。バンデージは幅50mm弾性包帯

（エラスコット，アルケア社製）を用い，足首に2

周巻いてからフィギュアエイトおよびヒールロック

をそれぞれ2回ずつ行った。全てのテーピング及び

バンデージによる固定は，手技に熟練した同一の者

が行った。　

図１．足関節テーピング及びバンテージに関するアンケート



－21－

インステップキック動作におけるボールインパクト時の足関節テーピングおよびバンデージの有効性

３)測定項目および分析項目

１.ボールインパクト時の足関節底屈角度

　ボールと足部が触れてから足関節が最大底屈角度

となる瞬間をボールインパクト時と定義し，反射

マーカーを貼付した腓骨頭・外果・第5中足骨底の

３点でなす足関節底屈角度を求めた。３条件でそれ

ぞれ10回蹴った内の足関節底屈角度の最大値と最小

値を抜いた８回の平均値を用いた。また，ボールイ

ンパクト時の前後それぞれ0.04sec間における足関

節底屈角度の最小値と最大値の差も求めた。

２.ボール初速度

　ボールの両端に反射マーカーを付けてボールの中

心点を求め，その中心点の移動速度でボールの初速

度を算出した。

　

４)統計処理

　研究１のアンケート結果は，それぞれの質問項目

で回答を百分率（％）で示した。研究2で得られた

数値は，平均値および標準偏差で示した。また，研

究2では対応のある一要因分散分析を用いて，３条

件間のボールインパクト時の足関節底屈角度，ボー

ルインパクト前後の足関節底屈角度の最小値と最

大値の差，およびボール初速度の差について検定

した。有意な差が認められた場合には，Bonferroni

法による多重比較検定を行った。これらの統計処

理は，統計解析ソフトウェア（SPSS ver15.0 for 

windows）を用い，有意水準は5％未満とした。

３．結果

研究１：足関節テーピング及びバンデージに関する

アンケート調査

　図2～5はアンケートの結果を示したものであ

る。足関節捻挫をしたことがないと答えた競技者は

全体の７％しかいなかった。足関節捻挫の予防とし

てテーピングを使用している選手は18％で，バン

デージを使用している選手は11％であった。今まで

テーピングで不快感があったと答えた選手は全体の

68％で，バンデージにおいては33％であった。不快

感の原因として，テーピングではテープが痛い，蹴

りづらいという意見が多く，バンデージでは，バン

デージが痛い，動かしづらいという意見が多かっ

た。足関節テーピング及びバンデージはあらゆる動

きを制限しているがアンケートの結果，制限してほ

しくない動きとして底屈と背屈が多かった。

研究２：インステップキック時における足関節底屈

角度およびボール初速度

１)ボールインパクト時の足関節底屈角度

　図６は３条件でのボールインパクト時における足

関節底屈角度を示したものである。固定無し条件が

36.1±8.2°，テーピング条件が36.6±7.5°，バン

デージ条件が36.3±5.1°であった。ボールインパク

ト時の足関節底屈角度には３条件間で有意差はみら

れなかった。

　ボールインパクト前後での足関節底屈角度の最

図２．固定による不快感の有無
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図３．テーピングによる不快感の要因 図４．バンテージによる不快感の要因

図５．固定によって制限して欲しくない動き

図６．ボールインパクト時の足関節底屈角度
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図７．ボールインパクト前後における足関節の可動範囲

図８．インステップキックでのボール初速度

小値と最大値の差は，固定無し条件が15.9±3.7°，

テーピング条件が14.0±2.8°，バンデージ条件が

13.9±4.9°であり，テーピングによる固定によって

ボールインパクト前後の足関節可動域は，固定無し

条件と比較して有意に小さくなっていた（図７）。

２)ボール初速度

　図８は，３条件でのインステップキック時のボー

ル初速度を示したものである。固定無し条件が24.2

±2.6m/s，テーピング条件が24.2±2.9m/s，バン

デージ条件が24.6±2.6m/sであった。インステッ

プキック時のボール初速度には，３条件間で有意な

差はみられなかった。
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４．考察　

　本研究の目的は，研究１としてテーピングおよび

バンデージに関する不快感の原因についてのアン

ケート調査を行い，次いで研究2としてテーピング

およびバンデージがインステップキック動作時の足

関節底屈可動域ならびにボールスピードに及ぼす影

響について検証することであった。　

　研究2の結果より，固定無し条件，バンデージ条

件，テーピング条件の３条件でのインステップキッ

クによるボールインパクト時の足関節底屈角度には

有意差はみられなかった。石井ら（2007）は，イ

ンステップキック時の衝撃力は，ボール初速度が

24m/sに達した際には2,000Nを超えると報告して

いる。本研究の結果では，いずれの条件でもボール

初速度は24m/sを超えており，足関節に加わる衝撃

は2,000Nを超えていたと推察される。このインス

テップキック時に足関節に加わる衝撃に対し，テー

ピングならびにバンテージによる固定は足関節底屈

方向の制限には有効にはたらいていなかったと考え

られる。

　しかしながら，テーピング及びバンテージによる

固定がボールインパクト時の足関節底屈可動域を制

限できていないにもかかわらず，研究①のアンケー

ト調査によれば不快感の原因として「蹴りづらい」

や「動かしづらい」という意見が多くあった。研究

2におけるボールインパクト前後における足関節底

屈角度の経時的変化では，テーピング固定によって

ボールインパクト前後の足関節可動域は有意に小さ

くなっていたことから，このボールインパクト前後

における足関節の可動域制限が，固定時における

「蹴りづらい」という意見に繋がっているのではと

考えられた。また，阿部ら（2001）によればインス

テップキックのボールインパクト時には，足関節を

最大底屈位にて下腿後面の筋群で固定するとある。

福田ら（2004）は，テーピングによる固定は足関節

底屈筋力を低下させると報告しており，テーピング

やバンテージによる固定は，下腿筋群の働きにも影

響を及ぼしているのかも知れない。いずれにせよ，

テーピングやバンテージによる固定は，ボールを蹴

る動作において足関節底屈の制限を得ることはでき

ないこと，選手は足関節底背屈方向の可動域に制限

があると「蹴りづらい」や「動かしづらい」と感じ

ている可能性があることが示唆され，サッカー選手

にテーピングを行う際には留意すべきであると思わ

れた。

　本研究では，テーピングならびにバンテージによ

る効果としてインステップキック時における足関節

底屈方向のみの制限ならびにパフォーマンスに関し

てはボール初速度に関してのみ検討している。サッ

カーにはボールを蹴る動作のみではなく，当然走

る，跳ぶ動作も含まれるが，これらの動作への影響

は不明である。しかしながら，本研究で得られた知

見は，サッカー選手に対するテーピングを行う際に

有意義であると思われる。

　

５．まとめ

　本研究ではテーピングおよびバンデージによって

選手が感じる不快感の原因，ならびにテーピングや

バンテージによる固定がインステップキック時の足

関節底屈可動域に及ぼす影響について検討した。そ

の結果，テーピングやバンテージによる固定では，

「蹴りづらい」や「動かしづらい」という訴えが多

く，その要因としてボールインパクト前後の足関節

底背屈可動域の制限が関係していることが示唆され

た。また，テーピングやバンテージによる固定は，

インステップキックのボール速度には影響を与えな

いが，ボールインパクト時の足関節底屈制限には効

果がみられないことが明らかとなった。サッカー選

手に対してテーピングを行う際には，これらのこと

を念頭に置いて実施する必要がある。　
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